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１ 地域の循環型社会形成を推進するための基本的な事項 

（１） 対象地域

構成市町村名  富岡市、甘楽町 

 面    積  １８１．４６ km2 

人    口  ６２，４８６人 （平成３０年４月１日現在） 

（内  訳） 

市 町 村 名 富岡市 甘楽町 

面積（km2） 122.85 58.61 

人口（人） 49,274 13,212 

 ＊ 参考として「対象地域図」を添付資料１に示す。 

（２） 計画期間

本計画は、平成３１年４月１日から令和６年３月３１日までの５年間を計画期間とする。 

なお、目標の達成状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要な場合には計画を見直す

ものとする。 

（３） 基本的な方向

富岡市、甘楽町地域は、群馬県の南西部に位置し、東京から約１００km の距離にあり、

関越自動車道、上信越自動車道によって首都圏、信越地方と結ばれている。 

世界遺産に登録された富岡製糸場、国指定名勝の楽山園など史跡も多く、観光振興にも

力を入れている。 

このような地域特性から、観光業を主体とする事業系ごみの割合が増加している。 

また、生活排水処理については、公共下水道整備に伴い処理率は向上しており、これに

伴い、し尿処理施設におけるし尿浄化槽汚泥の処理量は減少しているが、し尿処理施設の

老朽化対策が課題となっている。 

富岡市、甘楽町地域の今後の基本方針としては、循環型社会形成推進基本法に定める基

本原則を踏まえ、次の事項を基本的な方策として資源循環型社会の形成を目指すものとす

る。 

ア 生活環境の確保

一般廃棄物（ごみ）処理基本計画（以下「ごみ処理基本計画」という。）に基づき、ご

みを速やかに収集・運搬し、衛生的な生活環境の保全に努める。 
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イ 循環型社会形成の推進 

ごみ処理基本計画に基づき、排出抑制の徹底及び再資源化量の増加を目指すとともに、 

    廃棄物の発生から最終処分まで衛生的で適正な収集・運搬、処理・処分を行う。 

・ 減量化・再使用 ： ２市町が連携した啓発活動を推進する。 

・ 再 資 源 化 ：  ２市町が連携して、ごみ分別収集の徹底を図り、有価物の集

団回収等により、資源化率向上を推進し、さらに再生品等の積

極利用を促進する。 

・ エネルギー回収等 ： ごみ焼却熱の有効利用を図る。 

 

ウ 中間処理施設の計画と適正管理 

資源化できないごみについては、長期的に安定した処理性能を有する中間処理施設を

整備することにより、適正処理を行うとともに、併せて費用対効果が高く、かつ適正な

維持管理を継続的に図るものとする。 

 

エ 最終処分場の延命 

       適正なごみの処理・処分を完結させるため、減量化・減容化により最終処分場の負荷

の軽減を図るとともに、中長期的な処理・処分体系を確保することにより延命を図る。 

 

オ 生活排水処理の推進 

  生活排水処理については、一般廃棄物（生活排水）処理基本計画に基づき、下水道に

よる処理を主体とし、下水道計画区域にあっては公共下水道の整備と未接続家庭等の接

続率の向上を図り、下水道計画区域外の区域では、合併処理浄化槽の設置を推進する。 

また、２市町と連携し、富岡甘楽衛生施設組合で運営している現有のし尿処理施設は、

老朽化に加え下水道の普及により処理量が減少し、施設規模が過大となっていることか

ら、令和５年度竣工を目途に、適正な規模で施設の更新を行う。 

  新施設は、省エネ、省資源、資源化に配慮した汚泥再生処理センターとする。 

 

（４） ごみ処理の広域化・施設の集約化の検討状況 

    群馬県は､平成２９年３月に「一般廃棄物処理広域化マスタープラン」を策定し､県全体

として最適と考える広域化のためのブロック区分（県内９ブロック）を示した。その中で、

富岡市、甘楽町地域は、「藤岡富岡ブロック」に位置付けられている。 

藤岡富岡ブロックでは、平成２６年１月にブロック協議会（富岡甘楽地域）を設立し、

富岡市・甘楽町・下仁田町・南牧村での一般廃棄物処理の広域化に向けた協議を実施して

いる。 

２市町（富岡市・甘楽町）のし尿処理施設については、施設稼働から４０年を経過し老

朽化が著しいことから新たに建設することとし、一般廃棄物処理広域化マスタープランの

実現に向けた協議を継続して行っていく。 
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（５） プラスチック資源の分別収集及び再商品化に係る実施内容 

住民がプラスチック使用製品の使用を合理化し、プラスチック使用製品廃棄物の排出を

抑制するよう、また認定プラスチック使用製品を使用するようごみ出しカレンダーや広報

誌等で啓発・情報提供を行う。 

プラスチック資源は当面の間可燃ごみとして焼却処分を継続するが、今後コストや環境

影響等の情報収集を行い、財政状況等を踏まえながら分別収集・再商品化の実施方法や実

施時期について検討を行う。 
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２ 循環型社会形成推進のための現状と目標 

（１） 一般廃棄物等の処理の現状

平成２９年度の一般廃棄物の排出、処理状況は図１－１のとおりである。

総排出量は集団回収量も含め、22,135トンであり、再生利用される「総資源化量」は 3,652

トン、リサイクル率（＝（直接資源化量＋中間処理後の再生利用量＋集団回収量）/（ごみ

の総処理量＋集団回収量））は 16.5％である。 

中間処理による減量化量は、16,014トンであり、集団回収量を除いた排出量の 77.5％が

減量化されている。また、集団回収量を除いた排出量の 11.9％に当たる 2,469トンが埋め

立てられている。 

なお、中間処理量のうち、焼却量は 17,773トンである。焼却施設では、温水の場内利用

を行っている。 

（地域全体） 

集団回収量     総資源化量 

   1,467t    3,652t 

 直接資源化量    処理後再生利用量 

  2,185t  0t 

  (10.6%)  処理残さ量 (0.0%) 

   2,128t 

  計画処理量    中間処理量   (10.3%)    処理後最終処分量 

   20,668t   18,142t    2,128t 

  排 出 量    (100.0%)   (87.8%)   減 量 化 量   (10.3%) 

20,668t  16,014t 

 自家処理量   直接最終処分量   (77.5%)    最終処分量 

 0t 341t  2,469t 

 (1.6%)    (11.9%) 

（ ）内数値は、排出量に対する割合 

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。

図１－１ 一般廃棄物の処理状況フロー（平成２９年度） 

16.5% 
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（富岡市） 

 

集団回収量                                              総資源化量 

   1,309t                                                                                    3,002t 

                                   直接資源化量              処理後再生利用量 

                            1,693t                            0t 

                         (9.4%)     処理残さ量       (0.0%) 

                                      1,877t 

                  計画処理量        中間処理量          (10.5%)      処理後最終処分量 

           17,932t          16,002t                               1,877t 

  排 出 量          (100.0%)      (89.2%)      減 量 化 量       (10.5%) 

 17,932t                                   14,125t 

                  自家処理量      直接最終処分量         (78.8%)                             最終処分量 

                0t       237t                                              2,114t 

                                     (1.3%)                                                 (11.8%) 

（ ）内数値は、排出量に対する割合 

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。 

図１－２ 一般廃棄物の処理状況フロー（平成２９年度） 

 

（甘楽町） 

 

集団回収量                                              総資源化量 

    158t                                                                                     650t 

                                   直接資源化量              処理後再生利用量 

                             492t                            0t 

                         (18.0%)     処理残さ量       (0.0%) 

                                       251t 

                  計画処理量        中間処理量          (9.2%)       処理後最終処分量 

           2,736t            2,140t                               251t 

  排 出 量          (100.0%)      (78.2%)      減 量 化 量       (9.2%) 

 2,736t                                    1,889t 

                  自家処理量      直接最終処分量         (69.0%)                             最終処分量 

                0t       104t                                               355t 

                                     (3.8%)                                                 (13.0%) 

（ ）内数値は、排出量に対する割合 

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。 

図１－３ 一般廃棄物の処理状況フロー（平成２９年度） 

15.6% 

22.5% 
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（２） 生活排水の処理の現状 

    平成２９年度の生活排水の処理状況及びし尿・汚泥等の排出量は図２－１のとおりであ

る。 

    生活排水処理対象人口は、全体で 62,807 人であり、汚水衛生処理人口（平成 29 年度現

在、現に汚水処理施設に接続されている人口、以下同様。）は 37,032 人、汚水衛生処理率

59.0％である。 

    し尿発生量は 2,482kℓ/年、浄化槽汚泥発生量(農集･コミプラ汚泥を含む)は 19,752kℓ/

年であり、処分量（＝収集・運搬量）は 22,234kℓ/年である。 

 

（地域全体） 

 

 

     公共下水道      

  

 
 

    15,593人      

      (24.8%)      

            

      農業集落排水処理施設      

      4,028 人      

   汚水衛生処理人口   (6.4%)   コミプラ・農集汚泥 

 

 

   37,032人      
607kℓ/年 

 

   (59.0%)   コミュニティプラント    

      842人      

      (1.3%)      

            

      合併処理浄化槽等      

      16,569人      

総 人 口      (26.4%)   浄化槽汚泥発生量  

62,807人         
19,145kℓ/年 

 

(100.0%)          

            

      単独処理浄化槽   民間処理委託  

      22,264人   
4,610kℓ/年 

 

      (35.4%)    

            

   未処理人口   非水洗化人口(汲取人口)   し尿発生量  

   25,775人   3,504 人   
2,482kℓ/年 

 

   (41.0%)   (5.6%)    

            

      自家処理人口    し尿処理施設 

      7 人    
17,624kℓ/年 

      (0.0%)    

（ ）内数値は、総人口に対する割合 

※汚水衛生処理人口：汚水処理施設に接続されている人口 

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。 

図２－１ 生活排水の処理状況フロー（平成２９年度） 
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（富岡市） 

公共下水道 

8,813 人 

(17.8%) 

農業集落排水処理施設 

1,594 人 

汚水衛生処理人口 (3.2%) コミプラ・農集汚泥

26,758人 
468kℓ/年 

(54.0%) コミュニティプラント 

842人 

(1.7%) 

合併処理浄化槽等 

15,509人 

総 人 口 (31.3%) 浄化槽汚泥発生量 

49,533人 
17,225kℓ/年 

(100.0%) 

単独処理浄化槽 

19,954人 

(40.3%) 

未処理人口 非水洗化人口(汲取人口) し尿発生量 

22,775人 2,814 人 
2,083kℓ/年 

(46.0%) (5.7%) 

自家処理人口 

7 人 

(0.0%) 

（ ）内数値は、総人口に対する割合 

※汚水衛生処理人口：汚水処理施設に接続されている人口

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。

図２－２ 生活排水の処理状況フロー（平成２９年度） 
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（甘楽町） 

公共下水道 

6,780 人 

(51.1%) 

農業集落排水処理施設 

2,434 人 

汚水衛生処理人口 (18.3%) コミプラ・農集汚泥

10,274人 
139kℓ/年 

(77.4%) コミュニティプラント 

0 人 

(0.0%) 

合併処理浄化槽等 

1,060 人 

総 人 口 (8.0%) 浄化槽汚泥発生量 

13,274人 
1,920kℓ/年 

(100.0%) 

単独処理浄化槽 

2,310 人 

(17.4%) 

未処理人口 非水洗化人口(汲取人口) し尿発生量 

3,000 人 690人 
399kℓ/年 

(22.6%) (5.2%) 

自家処理人口 

0 人 

(0.0%) 

（ ）内数値は、総人口に対する割合 

※汚水衛生処理人口：汚水処理施設に接続されている人口

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。

図２－３ 生活排水の処理状況フロー（平成２９年度） 
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（３） 一般廃棄物等の処理の目標 

本計画の計画期間中においては、廃棄物の減量化を含め循環型社会の実現を目指し、表

１のとおり目標量について定め、それぞれの施策に取り組んでいくものとする。 

なお、事業系ごみについては、観光客の増加等により総排出量の増加が見込まれる。 

 

表１ 減量化、再生利用に関する現状と目標 

指     標 
現 状（割合※1） 
（平成２９年度） 

目 標（割合※1） 
（令和６年度） 

排 出 量 

事業系 総排出量 4,928 ﾄﾝ  5,356 ﾄﾝ (+8.7%) 

1事業所当たりの排出量※2 16.6 ﾄﾝ/事業所  16.2 ﾄﾝ/事業所 (-2.4%) 

生活系 総排出量 15,740 ﾄﾝ  14,496 ﾄﾝ (-7.9%) 

1 人当たりの排出量※3 251kg/人  250kg/人 (-0.4％) 

合計 事業系生活系排出量 20,668 ﾄﾝ  19,852 ﾄﾝ (-3.9%) 

再生利用量 
直接資源化量 2,185 ﾄﾝ (10.6%) 2,433 ﾄﾝ (12.3%) 

総資源化量 3,652 ﾄﾝ (16.5%) 3,976 ﾄﾝ (18.6%) 

エネルギー 

回 収 量 

エネルギー回収量(年間の発

電電力量及び熱利用量) 
－ － － － 

最終処分量 埋立最終処分量 2,469 ﾄﾝ (11.9%) 2,411 ﾄﾝ (12.1%) 

 ※１ 排出量は現状に対する増減割合、直接資源化量・埋立最終処分量は排出量に対する割合、総資源化量は排出量＋集団回

収量に対する割合 

 ※２ (1 事業所当たりの排出量)＝｛(事業系ごみの総排出量)－(事業系ごみの資源ごみ量)｝/(事業所数) 

 ※３ (1 人当たりの排出量)＝｛(生活系ごみの総排出量)－(生活系ごみの資源ごみ量)｝/(人口) 

 ≪用語の定義≫ 

  排出量：事業系ごみ、生活系ごみを問わず、出されたごみの量（集団回収されたごみを除く）［単位：トン］ 

  再生利用量：集団回収量、直接資源化量、中間処理後の再生利用量の和［単位：トン］ 

  エネルギー回収量：エネルギー回収施設において発電された年間の発電電力量［単位：MWh］及び熱利用量[単位：ＧJ] 

  最終処分量：埋立処分された量［単位：トン］ 

 

表１補足 市町村ごとの減量化、再生利用に関する現状と目標 

指     標 
現 状（割合※1） 
（平成２９年度） 

目 標（割合※1） 
（令和６年度） 

富 岡 市 

事業系 総排出量 4,563 ﾄﾝ  5,041 ﾄﾝ (+10.5%) 

1事業所当たりの排出量※2 17.5 ﾄﾝ/事業所  17.3 ﾄﾝ/事業所 (-1.1%) 

生活系 総排出量 13,369 ﾄﾝ  12,459 ﾄﾝ (-6.8%) 

1 人当たりの排出量※3 270kg/人  272kg/人 (+0.7％) 

合計 事業系生活系排出量 17,932 ﾄﾝ  17,500 ﾄﾝ (-2.4%) 

直接資源化量 1,693 ﾄﾝ (9.4%) 1,945 ﾄﾝ (11.1%) 

総資源化量 3,002 ﾄﾝ (15.6%) 3,286 ﾄﾝ (17.4%) 

埋立最終処分量 2,114 ﾄﾝ (11.8%) 2,097 ﾄﾝ (12.0%) 

甘 楽 町 

事業系 総排出量 365 ﾄﾝ  315 ﾄﾝ (-13.7%) 

1事業所当たりの排出量※2 10.4 ﾄﾝ/事業所  7.9 ﾄﾝ/事業所 (-24.0%) 

生活系 総排出量 2,371 ﾄﾝ  2,037 ﾄﾝ (-14.1%) 

1 人当たりの排出量※3 179kg/人  166kg/人 (-7.3％) 

合計 事業系生活系排出量 2,736 ﾄﾝ  2,352 ﾄﾝ (-14.0%) 

直接資源化量 492 ﾄﾝ (18.0%) 488 ﾄﾝ (20.7%) 

総資源化量 650 ﾄﾝ (22.5%) 690 ﾄﾝ (27.0%) 

埋立最終処分量 355 ﾄﾝ (13.0%) 314 ﾄﾝ (13.4%) 
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（地域全体） 

 

集団回収量                                              総資源化量 

   1,543t                                                                                    3,976t 

                                   直接資源化量              処理後再生利用量 

                            2,433t                            0t 

                         (12.3%)     処理残さ量        (0.0%) 

                                      2,174t  

                  計画処理量        中間処理量         (11.0%)      処理後最終処分量 

           19,852t          17,182t                                2,174t 

  排 出 量          (100.0%)      (86.6%)      減 量 化 量         (11.0%) 

 19,852t                                   15,008t 

                  自家処理量      直接最終処分量         (75.6%)                             最終処分量 

                0t       237t                                              2,411t 

                                     (1.2%)                                                 (12.1%) 

（ ）内数値は、排出量に対する割合 

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。 

図３－１ 目標達成時の一般廃棄物の処理状況フロー（令和６年度） 

 

 

（富岡市） 

 

集団回収量                                              総資源化量 

   1,341t                                                                                    3,286t 

                                   直接資源化量              処理後再生利用量 

                            1,945t                            0t 

                         (11.1%)     処理残さ量        (0.0%) 

                                      1,950t  

                  計画処理量        中間処理量          (11.1%)      処理後最終処分量 

           17,500t          15,408t                                1,950t 

  排 出 量          (100.0%)      (88.0%)      減 量 化 量         (11.1%) 

 17,500t                                   13,458t 

                  自家処理量      直接最終処分量         (76.9%)                             最終処分量 

                0t       147t                                              2,097t 

                                     (0.8%)                                                 (12.0%) 

（ ）内数値は、排出量に対する割合 

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。 

図３－２ 目標達成時の一般廃棄物の処理状況フロー（令和６年度） 

 

18.6% 

17.4% 
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（甘楽町） 

 

集団回収量                                              総資源化量 

    202t                                                                                     690t 

                                   直接資源化量              処理後再生利用量 

                             488t                             0t 

                         (20.7%)     処理残さ量        (0.0%) 

                                       224t  

                  計画処理量        中間処理量          (9.5%)        処理後最終処分量 

           2,352t            1,774t                                224t 

  排 出 量          (100.0%)      (75.4%)      減 量 化 量        (9.5%) 

 2,352t                                     1,550t 

                  自家処理量      直接最終処分量         (65.9%)                             最終処分量 

                0t        90t                                              314t 

                                     (3.8%)                                                 (13.4%) 

（ ）内数値は、排出量に対する割合 

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。 

図３－３ 目標達成時の一般廃棄物の処理状況フロー（令和６年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27.0% 
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（４） 生活排水の処理の目標 

    生活排水処理については、表２に掲げる目標のとおり、合併処理浄化槽の整備等を進め

ていくものとする。 

 

表２ 生活排水処理に関する現状と目標 

  平成２９年度実績 令和６年度目標 

処理形態別 
公 共 下 

水 道 
15,593 人 (24.8%) 17,626 人 (30.4%) 

人口 農業集落排水施設等 4,870 人 (7.8%) 2,569 人 (4.4%) 

 合 併 処 理 浄 化 槽 等 16,569 人 (26.4%) 17,897 人 (30.8%) 

 未 処 理 人 口 25,775 人 (41.0%) 19,923 人 (34.3%) 

 合  計 62,807 人  58,015 人  

し尿・汚泥 汲 み 取 り し 尿 量 2,482 kℓ  1,179 kℓ  

の量 浄 化 槽 汚 泥 量 19,752 kℓ  15,645 kℓ  

 合  計 22,234 kℓ  16,824 kℓ  

注）農業集落排水施設等にはコミュニティプラントを含む。 

 

（地域全体） 
      公共下水道    

  

 
 

    17,626人    

      (30.4%)    

          

   汚水衛生処理人口   農業集落排水処理施設   農集汚泥 

   38,092人   2,569 人   
1,378kℓ/年 

   (65.7%)   (4.4%)   

          

      合併処理浄化槽等    

      17,897人    

総 人 口      (30.8%)   浄化槽汚泥発生量 

58,015人         
14,267kℓ/年 

(100.0%)      単独処理浄化槽   

      18,254人    

      (31.5%)    

          

   未処理人口   非水洗化人口(汲取人口)   し尿発生量 

   19,923人   1,666 人   
1,179kℓ/年 

   (34.3%)   (2.9%)   

          

      自家処理人口    

      3 人    

      (0.0%)    

（ ）内数値は、総人口に対する割合 

 
図４－１ 目標達成時の生活排水の処理状況フロー（令和６年度） 
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（富岡市） 
      公共下水道    

  

 
 

    8,942 人    

      (19.6%)    

          

   汚水衛生処理人口   農業集落排水処理施設   農集汚泥 

   27,590人   1,493 人   
801kℓ/年 

   (60.3%)   (3.3%)   

          

      合併処理浄化槽等    

      17,155人    

総 人 口      (37.5%)   浄化槽汚泥発生量 

45,737人         
13,577kℓ/年 

(100.0%)      単独処理浄化槽   

      17,114人    

      (37.4%)    

          

   未処理人口   非水洗化人口(汲取人口)   し尿発生量 

   18,147人   1,030 人   
730kℓ/年 

   (39.7%)   (2.3%)   

          

      自家処理人口    

      3 人    

      (0.0%)    

（ ）内数値は、総人口に対する割合 

 
 

図４－２ 目標達成時の生活排水の処理状況フロー（令和６年度） 
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（甘楽町） 
      公共下水道    

  

 
 

    8,684 人    

      (70.7%)    

          

   汚水衛生処理人口   農業集落排水処理施設   農集汚泥 

   10,502人   1,076 人   
577kℓ/年 

   (85.5%)   (8.8%)   

          

      合併処理浄化槽等    

      742人    

総 人 口      (6.0%)   浄化槽汚泥発生量 

12,278人         
690kℓ/年 

(100.0%)      単独処理浄化槽   

      1,140 人    

      (9.3%)    

          

   未処理人口   非水洗化人口(汲取人口)   し尿発生量 

   1,776 人   636人   
449kℓ/年 

   (14.5%)   (5.2%)   

          

      自家処理人口    

      0 人    

      (0.0%)    

（ ）内数値は、総人口に対する割合 

 
 

図４－３ 目標達成時の生活排水の処理状況フロー（令和６年度） 
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３ 施策の内容 

 本地域では、３R 運動（循環型社会推進基本法の考えに基づき、「Reduce(リデュース)減らす、

Reuse(リユース)繰り返し使う、Recycle(リサイクル)資源として再利用する」によるごみ減量運

動）を推進し、ごみの減量化を図る。 

特に、ごみがごみとなる前に排出抑制を行うことで、ごみの減量化・資源化を推進する大きな

原動力になる。住民・事業者・行政がそれぞれの役割を十分に理解し、連携・協力をもって排出

抑制を進めることが重要となるが、排出抑制のための方策として、住民・事業者・行政それぞれ

の役割を次のとおりとする。 

（１） 発生抑制、再使用の推進

ア 住民の排出抑制方策

（富岡市） 

・ごみの減量化・資源化のための徹底分別

・マイバッグの利用

・詰め替え製品の優先的な購入

・環境学習や環境活動への参加・協力

・コンポストや生ごみ処理機による自家処理の取組み

（甘楽町） 

・ごみ排出者としての責任と自覚

・大量消費、大量廃棄のライフスタイルの見直し

・民間のリサイクル活動、資源の分別、集団回収、店頭回収への参加

イ 事業者の排出抑制方策

（富岡市） 

・過剰包装の自粛や簡易包装の推進

・レジ袋配布の制限

・店頭回収等の実施

・グリーン商品開発への取組み

（甘楽町） 

・排出者責任（自ら適正なごみ処理・処分を行う原則）の自覚

・リサイクルに配慮した商品開発、容器回収、資源化システムの整備

・過剰包装の抑制、店頭回収の実施等
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   ウ 行政の排出抑制方策 

   （富岡市） 

・廃棄物の分別収集と適正な処理 

・ごみ減量化・資源化に向けた施策の展開 

・ごみ処理施設の適正な運営管理 

・災害時の処理体制の構築 

・指定ごみ袋の導入等、ごみ処理有料化の検討 

   （甘楽町） 

・率先してグリーン商品の購入、再使用、再利用に努める 

・環境に関する情報、学習機会の提供 

・３Ｒ推進のための町民、事業者との連携、支援強化 

・近隣自治体と連携し、ごみの広域的な適正処理・処分を推進 

・指定ごみ袋によるごみ処理の有料化を実施 

 

エ ごみ分別の推進 

   （富岡市） 

・パンフレットや広報・施設見学の受入による啓発活動の実施 

   （甘楽町） 

・ごみ分別手引き等の冊子や町民カレンダー、広報による啓発活動の実施 

 

オ 生活排水対策 

家庭等から排出される汚濁負荷量の削減を図るため、現状に対する認識を高めるため

の広報活動として、廃油ポット、三角コーナーネット、拭取紙等の排出抑制用品の普及、

洗剤等の適正使用の啓発活動を図る。 

 

（２） 処理体制 

 

   ア 生活系ごみの処理体制の現状と今後 

富岡市、甘楽町の平成２９年度における分別区分及び処理方法については、表４のと

おりである。 

可燃ごみの全部と粗大ごみ中の布団、不燃ごみ中の木くずは、富岡市の焼却処理施設

で処理を行っている。また、紙・布・びん・ペットボトル・金属類の資源ごみは分別収

集を行いリサイクルしている。今後は、生ごみの減量・資源化の推進、剪定枝のチップ

化活用により、さらなる減量化・資源化を検討していく。 
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イ 事業系ごみの処理体制の現状と今後 

今後も現状と同様の分別区分において収集、運搬、処分を行う。また、事業系ごみを

排出する事業者に対して、事業所におけるごみの減量、処理に関する計画の作成を指導

していくとともに、その計画を実際に実施するよう推進していく。 

 

ウ 生活排水処理の現状と今後 

生活排水の処理については、引き続き、下水道や農業集落排水処理施設が整備されて

いない人口散在地域等で合併処理浄化槽の整備を進めていく。なお、甘楽町の農業集落

排水は、天引地区が令和 3年度、城南上野地区が令和 4年度から下水処理施設へ接続す

る。 

また、老朽化しているし尿処理施設については、汚泥再生処理センター整備事業とし

て施設の更新を行う。 

 

エ 今後の処理体制の要点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ ごみ処理事業、生活排水処理事業の広域化を進めるため、「群馬県一般廃棄物

処理広域化マスタープラン」を基に周辺自治体と協議を行っていく。 

◇ 国の「災害廃棄物対策指針」に基づいて、災害廃棄物処理について計画を策

定していく。 
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２
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Ｒ
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（３） 処理施設の整備 

 

   ア 廃棄物処理施設 

前記（２）の処理体制で処理を行うため、表４のとおり必要な施設整備を行う。 

 

表４ 整備する処理施設 

事業 

番号 

整備施設種類 

施設名 
事業名 処理能力 設置予定地 事業期間 

国土 

強靭化 

１ 

汚泥再生処理セン

ター 

（仮称）衛生管理

センター 

富岡甘楽広域市町

村圏振興整備組合

汚泥再生処理セン

ター整備事業 

５０ 

kℓ/日 

群馬県富岡市 

田篠 1297番地 1 
R3～R5 ― 

２ 

ごみ焼却施設 

富岡市清掃センタ

ー 

ごみ焼却施設基幹

的設備改良事業 

１１２.５ 

ｔ/日 

群馬県富岡市 

上高尾 187番地 1 
H30～R2 ― 

  ※ 現有施設の概要を添付 

  （整備理由） 

    事業番号１ し尿処理施設の老朽化、し尿・浄化槽汚泥及び農業集落排水汚泥の再生利

用促進 

    事業番号２ 既存焼却施設の老朽化対策のための設備改良（単独事業） 

 

   イ 合併処理浄化槽の整備 

合併処理浄化槽の整備については、表５のとおり行う。 

 

表５ 合併処理浄化槽への移行計画 

事 業 

直近の 

整備済基数(基) 

(平成 29年度) 

整備計画基数 

(基) 

整備計画人口 

(人) 
事業計画 

国土 

強靭化 

浄化槽整備推進事業 

（富岡市） 
１，３７８ 

１,０００ 

200基×5年 

３,０００ 

3.0人×1,000基 
H30～R4 

富岡市 

国土強靭化

地域計画 

浄化槽設置整備事業 

（甘楽町） 
１８４ 

２０ 

5基×4年 

６４ 

3.2人/基×20基 
R2～R5 

甘楽町 

国土強靭化

地域計画 

合  計 １，５６２ １,０２０ ３,０６４   

 ※富岡市の整備済基数は浄化槽市町村整備推進事業によるものであり、計画基数、計画人口は 

  浄化槽整備推進事業（地方創生交付金事業）によるものである。 
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（４） 施設整備に関する計画支援事業 

（３）の施設整備に先立ち、表６のとおり計画支援事業を行う。 

 

表６ 実施する計画支援事業 

事業 

番号 
事業名 事業内容 事業期間 

１ 

富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合汚泥再

生処理センター整備（事業番号１）に係る

測量調査・地質調査事業 

測量調査 

地質調査等 
R1 

富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合汚泥再

生処理センター整備（事業番号１）に係る

生活環境影響調査事業 

生活環境影響調査 R1 

富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合汚泥再

生処理センター整備（事業番号１）に係る

基本設計事業 

基本設計 R1 

富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合汚泥再

生処理センター整備（事業番号１）に係る

発注支援等事業 

発注支援等 R2 

 

（５） その他の施策 

    その他、地域の循環型社会を形成する上で、次の施策を実施していく。 

 

   ア 再生利用品の需要拡大事業 

   （富岡市） 

市民は使い捨て商品の使用抑制に努め、市は市民に対し繰り返し使える容器、詰め替

え容器の利用及び再生品の購入を心掛けるライフスタイルを選択するように啓発してい

く。 

   （甘楽町） 

再生品等の供給面に加えて、需要面からの取組みが重要であることから、町は率先し

て環境物品等の調達を推進するとともに、情報提供を促進して需要の転換を図る。 

 

 

   イ 廃棄物の資源化事業の推進 

    ・廃食油の資源化（バイオディーゼル燃料化）実施 

    ・剪定枝のチップ化の検討 

    ・生ごみの資源化の検討 
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   ウ 不法投棄対策 

   （富岡市） 

県、事業者、市民とともにパトロールを実施する等、監視体制を強化する。また、モ

ラル向上のための啓発活動を行っていく。 

   （甘楽町） 

    ・土地所有者、管理者に対する対策の要請 

    ・監視体制の強化 

    ・町民、環境保健協会、警察、ＮＰＯ等との連携 

 

   エ 災害時の廃棄物処理に関する事項 

災害発生時のごみ処理を適正に行うため、処理施設の予防保全、耐震化、電源・水源

の確保、被災害時の処理体制の検討、地域内及び周辺地域との連携等、防災対策に努め

る。災害時には迅速に情報を収集し、被災状況に応じた処理体制の構築を図る。また、

残置物、災害廃棄物を選別、保管できる仮置場確保等の適正処理を図る。災害廃棄物処

理計画については、構成市町で策定中である。 

 

 

４ 計画のフォローアップと事後評価 

 

（１） 計画のフォローアップ 

富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合、富岡市及び甘楽町は、毎年、計画の進捗状況を把

握し、その結果を公表するとともに、必要に応じて、群馬県及び国と意見交換しつつ、計

画の進捗状況を勘案し、計画の見直しを行う。 

 

（２） 事後評価及び計画の見直し 

計画期間終了後、処理状況の把握を行い、その結果が取りまとまった時点で、速やかに

計画の事後評価、目標達成の状況の評価を行う。 

また、評価の結果を公表するとともに、評価結果を次期計画策定に反映させるものとす

る。 

なお、計画の進捗状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要に応じ計画を見直すもの

とする。 
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添付資料１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    対象地域 

添付図１－１ 対象地域図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

富岡市 

甘楽町 

安中市 

高崎市 

藤岡市 

下仁田町 

前橋市 

神流町 

上野村 

南牧村 
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添付資料２ トレンドグラフ 

添付図２－１ 人口の推移 

添付図２－２ 事業所数の推移 

65,976 65,361 64,671 64,043 63,362 62,807 62,238 60,966 60,418 59,817 59,216 58,616 58,015

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

（人）

富岡市 甘楽町

予測実績

296 297 296 303 297 296 301 309 317 325 333 341 331

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

（事業所）

富岡市 甘楽町

実績 予測
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添付図２－３ 事業系・生活系総排出量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付図２－４ １事業所あたり・１人あたりの排出量 
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添付図２－５ ごみ処理量の推移 
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添付図２－６ 処理形態別人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付図２－７ し尿・汚泥量の推移 
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概
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２
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３
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４
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２
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年

4
月

R
1
8
年

3
月

未
定

最
終

処
分

場
富

岡
市

一
般

廃
棄

物
最

終
処

分
場

（
上

高
尾

）
富

岡
市

準
好

気
性

2
6
6
,5

5
6
㎥

H
1
7
年

R
3
6
年

1
2
月

未
定

最
終

処
分

場
甘

楽
町

一
般

廃
棄

物
最

終
処

分
場

甘
楽

町
サ

ン
ド

イ
ッ

チ
方

式
2
9
,4

0
0
㎥

H
1
1
年

4
月

R
1
1
年

3
月

未
定

資
源

ご
み

・
不

燃
物

・
粗

大
ご

み
処

理
施

設
富

岡
市

資
源

化
セ

ン
タ

ー
富

岡
市

選
別

・
圧

縮
（
資

源
ご

み
）

破
砕

・
手

選
別

（
不

燃
ご

み
）

3
3
t/

5
h

H
1
4
年

4
月

R
1
8
年

3
月

未
定

（
２

）
更

新
（
改

良
）
・
新

設
施

設
リ

ス
ト

施
設

種
別

施
設

名
事

業
主

体
型

式
及

び
処

理
方

式
処

理
能

力
（
単

位
）

竣
工

予
定

年
月

日
更

新
（
改

良
）
・
新

設
理

由
廃

焼
却

施
設

の
解

体
の

有
無

及
び

解
体

施
設

の
名

称
想

定
さ

れ
る

浸
水

深
と

対
策

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

再
商

品
化

を
実

施
す

る
た

め
の

施
設

整
備

事
業

備
考

汚
泥

再
生

処
理

セ
ン

タ
ー

(仮
称

)衛
生

管
理

セ
ン

タ
ー

富
岡

甘
楽

広
域

市
町

村
圏

振
興

整
備

組
合

標
準

脱
窒

素
方

式
5
0
k
L
/
日

R
6
年

3
月

既
存

施
設

老
朽

化
に

よ
る

更
新

無
0
.5

～
3
.0

ｍ
未

満
の

浸
水

深
が

想
定

さ
れ

る
た

め
、

1
ｍ

の
嵩

上
を

行
う

。
―

ご
み

焼
却

施
設

富
岡

市
清

掃
セ

ン
タ

ー
富

岡
市

ス
ト
ー

カ
式

1
1
2
.5

t/
日

R
3
年

3
月

施
設

の
延

命
化

及
び

C
O

2
排

出
量

削
減

の
た

め
の

基
幹

的
設

備
改

良
無

浸
水

は
想

定
さ

れ
て

い
な

い
。

―

循
環

型
社

会
形

成
推

進
交

付
金

等
事

業
実

施
計

画
　

総
括

表
１

想
定

さ
れ

る
浸

水
深

と
対

策

（
浸

水
深

0
.5

～
3
.0

ｍ
未

満
）

浸
水

は
想

定
さ

れ
て

い
な

い
。

浸
水

は
想

定
さ

れ
て

い
な

い
。

浸
水

は
想

定
さ

れ
て

い
な

い
。

浸
水

は
想

定
さ

れ
て

い
な

い
。
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目
標

平
成

２
５

年
度

平
成

２
６

年
度

平
成

２
７

年
度

平
成

２
８

年
度

平
成

２
９

年
度

令
和

６
年

度

総
人

口
6
5
,3

6
1

6
4
,6

7
1

6
4
,0

4
3

6
3
,3

6
2

6
2
,8

0
7

5
8
,0

1
5

公
共

下
水

道
1
4
,3

3
7

2
1
.9

%
1
4
,4

7
3

2
2
.4

%
1
4
,7

5
4

2
3
.0

%
1
5
,1

7
2

2
3
.9

%
1
5
,5

9
3

2
4
.8

%
1
7
,6

2
6

3
0
.4

%

集
落

排
水

施
設

等
5
,4

2
9

8
.3

%
5
,4

1
6

8
.4

%
5
,3

3
2

8
.3

%
5
,2

5
7

8
.3

%
4
,8

7
0

7
.8

%
2
,5

6
9

4
.4

%

合
併

処
理

浄
化

槽
等

1
5
,0

6
1

2
3
.0

%
1
5
,7

0
3

2
4
.3

%
1
5
,7

6
3

2
4
.6

%
1
6
,1

8
3

2
5
.5

%
1
6
,5

6
9

2
6
.4

%
1
7
,8

9
7

3
0
.8

%

未
処

理
人

口
3
0
,5

3
4

4
6
.7

%
2
9
,0

7
9

4
5
.0

%
2
8
,1

9
4

4
4
.0

%
2
6
,7

5
0

4
2
.2

%
2
5
,7

7
5

4
1
.0

%
1
9
,9

2
3

3
4
.3

%

基
数

処
理

人
口

開
始

年
度

基
数

処
理

人
口

目
標

年
次

富
岡

市
1
,3

7
8
基

4
,1

3
4
人

H
1
9
年

4
月

－
－

－

富
岡

市
－

－
H

3
0
年

4
月

1
,0

0
0
基

3
,0

0
0
人

R
4

甘
楽

町
1
8
4
基

5
8
9
人

H
2
年

4
月

2
0
基

6
4
人

R
5

４
　

生
活

排
水

処
理

の
現

状
と

目
標

指
標

・
単

位

過
去

の
状

況
・
現

状

汚
水

衛
生

処
理

人
口

汚
水

衛
生

処
理

率
又

は
汚

水
処

理
人

口
普

及
率

汚
水

衛
生

処
理

人
口

汚
水

衛
生

処
理

率
又

は
汚

水
処

理
人

口
普

及
率

※
 別

添
資

料
と

し
て

指
標

と
人

口
等

の
要

因
に

関
す

る
ト
レ

ン
ド

グ
ラ

フ
を

添
付

の
こ

と
。

（
別

紙
参

考
を

参
照

）

５
　

浄
化

槽
の

整
備

の
状

況
と

更
新

、
廃

止
、

新
設

の
予

定

施
設

種
別

事
業

主
体

現
有

施
設

の
内

容
整

備
予

定
基

数
の

内
容

備
考

※
 計

画
地

域
内

の
施

設
の

状
況

（
現

況
、

予
定

）
を

地
図

上
に

示
し

た
も

の
を

添
付

の
こ

と
。

浄
化

槽
市

町
村

整
備

推
進

事
業

H
2
9
年

度
終

了

浄
化

槽
整

備
推

進
事

業
地

方
創

生
交

付
金

事
業

浄
化

槽
設

置
整

備
事

業

汚
水

衛
生

処
理

人
口

汚
水

衛
生

処
理

率
又

は
汚

水
処

理
人

口
普

及
率

汚
水

衛
生

未
処

理
人

口
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様
 式

 ２

単
位

開
始

終
了

令
和

元
年

度
令

和
２

年
度

令
和

３
年

度
令

和
４

年
度

令
和

５
年

度
令

和
元

年
度

令
和

２
年

度
令

和
３

年
度

令
和

４
年

度
令

和
５

年
度

6
,6

4
0

0
1
,6

6
0

1
,6

6
0

1
,6

6
0

1
,6

6
0

5
,5

8
0

0
1
,3

9
5

1
,3

9
5

1
,3

9
5

1
,3

9
5

4
甘

楽
町

Ｒ
２

Ｒ
５

○
6
,6

4
0

0
1
,6

6
0

1
,6

6
0

1
,6

6
0

1
,6

6
0

5
,5

8
0

0
1
,3

9
5

1
,3

9
5

1
,3

9
5

1
,3

9
5

2
,3

1
3
,4

8
6

0
0

8
,8

0
0

1
7
4
,9

1
0

2
,1

2
9
,7

7
6

1
,6

5
6
,8

0
0

0
0

0
9
4
,7

2
8

1
,5

6
2
,0

7
2

1
富

岡
甘

楽
広

域
市

町
村

圏
振

興
整

備
組

合
5
0

kL
/
日

Ｒ
３

Ｒ
５

－
2
,3

1
3
,4

8
6

0
0

8
,8

0
0

1
7
4
,9

1
0

2
,1

2
9
,7

7
6

1
,6

5
6
,8

0
0

0
0

0
9
4
,7

2
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1
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2
,0

7
2

2
7
,6

5
4

1
9
,2

3
9

8
,4

1
5

0
0

0
2
7
,6

5
4

1
9
,2

3
9

8
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0

汚
泥
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生

処
理
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タ
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整
備

2
7
,6
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1
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3
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0
0

0
2
7
,6

5
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1
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3
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8
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5
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測
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調
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・
地

質
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3
1
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整
備
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合

Ｒ
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Ｒ
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－
1
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1
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0

0
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村
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振
興

整
備

組
合

Ｒ
１

Ｒ
１

－
5
,1

3
7

5
,1

3
7

0
0

0
0

5
,1

3
7

5
,1

3
7

0
0

0
0

基
本

設
計

3
1

富
岡

甘
楽

広
域

市
町

村
圏

振
興

整
備

組
合

Ｒ
１

Ｒ
１

－
2
,9

4
8

2
,9

4
8

0
0

0
0

2
,9

4
8

2
,9

4
8
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0

0
0

発
注

支
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等
3
1
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岡

甘
楽

広
域

市
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村
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興

整
備

組
合

Ｒ
２

Ｒ
２

－
8
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1
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0
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1
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0

0
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0
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1
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0
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,3

4
7
,7

8
0

1
9
,2

3
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1
0
,0

7
5

1
0
,4

6
0

1
7
6
,5

7
0

2
,1

3
1
,4

3
6

1
,6

9
0
,0

3
4

1
9
,2

3
9

9
,8

1
0

1
,3

9
5

9
6
,1

2
3

1
,5

6
3
,4

6
7

富
岡

甘
楽

広
域

市
町

村
圏

振
興

整
備

組
合

：
富

岡
市

、
甘

楽
町

○
施

設
整

備
に

関
す

る
計

画
支

援
事

業

合
　

　
　

計

備
　

　
考

事
　

業
　

名
　

称

○
浄

化
槽

に
関

す
る

事
業

浄
化

槽
設

置
整

備

○
し

尿
処

理
施

設
に

関
す

る
事

業

汚
泥

再
生

処
理

セ
ン

タ
ー

整
備

循
環

型
社

会
形

成
推

進
交

付
金

等
事

業
実

施
計

画
総

括
表

２
（
平

成
３

０
年

度
）

事
　

業
　

種
　

別
事

業
番

号
※

１

事
業

主
体

名
　

　
　

称
※

２

規
　

模
事

業
期

間
交

付
期

間
国

土
強

靭
化

地
域

計
画

総
事

業
費

（
千

円
）

交
付

対
象

事
業

費
（
千

円
）
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【参考資料様式６】 

施設概要（し尿処理施設）
都道府県名 群馬県

(1) 事業主体名 富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合 

(2) 施設名称 富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合衛生管理センター 

(3) 工期 ※1 令和３年度 ～ 令和５年度 

(4) 施設規模 処理能力   ５０kL／日 

(5) 形式及び処理方式 標準脱窒素処理方式＋高度処理 

(6) 地域計画内の役割

老朽化した施設の更新を行い、合わせて施設規模の縮小、適正化を図ると 

ともに、現在焼却している脱水汚泥を農業集落排水処理施設汚泥とともに

助燃剤として資源化を図る。 

(7) 廃焼却施設解体工事
の有無

有   無 

「汚泥再生処理センター」を整備する場合 

(8) 資源化の方法 汚泥の助燃剤化 

(9) 資源化物の利用計画 ごみ焼却施設で利用 

「コミュニティ・プラント」を整備する場合 

(10) 計画処理人口及び

面積

人口    人 

面積    ㎡ 

(11) 計画地域の性格

(12)総事業計画額 ※2
2,313,486 千円（全体：2,313,486千円） 

うち、交付対象事業費 1,656,800千円（全体：1,656,800千円） 

※1 事業が複数の地域計画にまたがる場合、本地域計画期間内の工期、金額を記載し、全体の工期、

金額を括弧書きすること。

※2 し尿処理施設の基幹的設備改良事業を実施する場合は、二酸化炭素の削減率を記載すること。また、

汚泥再生処理センターを整備する場合は、し尿・浄化槽汚泥と併せて処理する生ごみ等の有機性廃棄物

が何であるかを記載すること。 
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【参考資料様式７】 

施設概要（浄化槽系）

都道府県名  群馬県  

(1) 事業主体名 甘楽町 

(2) 事業名称 浄化槽設置整備事業

(3) 事業の実施目的及び内容

甘楽町における生活排水による公共用水域の水質汚濁を防止するた

め、浄化槽の設置に要する経費の一部について、予算の範囲内におい

て甘楽町浄化槽設置整備事業費を交付する。 

(4）事業期間 令和２年度 ～ 令和５年度 

(5) 事業対象地域の要件
人口 面積 沖縄 離島 奄美 豪雪 山村 半島 過疎 その他 

該当する対象地域を選択する。 

(6) 事業計画額

交付対象事業費  5,580千円 
うち  （以下の事業を実施する場合） 
・環境配慮・防災まちづくり浄化槽整備推進事業に係る事業費

5,580千円 
・公的施設単独処理浄化槽集中転換事業に係る事業費    千円 

○ 事業計画額の内訳及び浄化槽の整備規模
【浄化槽設置整備事業の場合】

区分 
交付対象基数 
（ 人分） 

基準額 
対象経費 
支出予定額 

交付対象 
事業費 

5人槽 ２０基（  ６４ 人分） 6,640千円 5,580千円 5,580千円 

6～ 7人槽 基（ 人分） 

8～10人槽 基（ 人分） 

11～20人槽 基（ 人分） 

21～30人槽 基（ 人分） 

31～50人槽 基（ 人分） 

51人槽以上 基（ 人分） 

宅配配管費 基 

撤去費 基 

雨水貯留槽等 
再利用 

基 

改築費（災害） 基 

改築費（長寿命
化） 

基 

浄化槽整備 
効率化事業費 

台帳作成費 

計画策定等調査費 

効果的な転換促進及び管理適正化推進費

合 計 
  ２０基（ ６４ 人分） 

※基数の合計には、宅内配管
費、撤去費、改築費を除く。 

6,640千円 5,580千円 5,580千円 
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【参考資料様式８】

都道府県名　　群馬県　

(1) 事業主体名 富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合

(2) 事業目的

(3) 事業名称

(4)
事業期間
※1

(5) 事業概要

11,154 千円 5,137 千円 2,948 千円 8,415 千円

※1　事業が複数の地域計画にまたがる場合、本地域計画期間内の工期、金額を記載し、全体の工期、

　　金額を括弧書きすること。

基本設計

汚泥再生処理センター施設整備のため

富岡甘楽広域市町村
圏振興整備組合汚泥
再生処理センター整
備（事業番号１）に
係る測量調査・地質
調査事業

富岡甘楽広域市町村
圏振興整備組合汚泥
再生処理センター整
備（事業番号１）に
係る生活環境影響調
査事業

富岡甘楽広域市町村
圏振興整備組合汚泥
再生処理センター整
備（事業番号１）に
係る発注支援等事業

富岡甘楽広域市町村
圏振興整備組合汚泥
再生処理センター整
備（事業番号１）に
係る基本設計事業

令和元年度 令和２年度

計 画 支 援 概 要

(6)
総事業計画額
※1

令和元年度 令和元年度

測量調査・地質調査
等

生活環境影響調査 発注支援等
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